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E380Fは、土木地下構造物の湿潤面コンクリートやセグメントの目地シール

用途に開発された、水中硬化型可とう性エポキシ樹脂パテ材です。優れた

伸縮性、作業性を兼備し、従来施工が困難とされた、湿潤状態での目地に

対して良好な充てん控着性能を発揮します。
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防    食 :桟橋、護岸などの金属構造4勿の防食校覆Ⅲ

硬化物は可とう1■に優れています.

洞潤面の接吉性に侵れています.

機械fff十1可能で、コーキングガン打ちができます。しかもノンサグ性ですから優れ

た作業性を発llHしますt

低  収  縮 :無淋剤型化宇反応硬化タイプですから、硬化による体積収縮がほとんどありません.

項  目 主  剤 硬 化 剤

主  成  分 エポキシ樹脂

白色ペース ト状

450-750Pa・ s

ポリアミドアミン

灰色ベースト状

100～ 300Pa・ s

外 観

精 度 (236)

比 重(23●) 硬化物 145士

:硬化剤=1:1

005

(質量比)主剤

約60分  (23℃ 、lkg)

混  合  此

可 使 時 間

ス数値は規格市てはありませた:

略』副巳ロロpr・棟予ど爆ぁ法]、1告占」Fまくら:虫塩
分、サビおよびコケ額などをはつり取るか、ワイヤーブラシを

●E380Fの上斉1と使化剤を1:1(質 量比)の 淀合比で計量し、ヘラ等で色が均―になるまで充分に混合

撹絆し使用してください=

o一 度に混合する量は、可使時間以内に使いきれる量にしてください.

●E380Fが皮フに直接ふれると、休質によってはかぶれることがあります。作業時には、保護クリーム

を使用したり、ゴムまたはポリエチレン製の手袋を着用してください.万一、皮フに付着した場合に

はすみやかにふき取り、石ケンと水でよく洗い落としてください=限に入った場合には多量の水で洗

い流し、医師の診祭を受けてください。

●器具類に十」者した樹脂は、硬化する前に有機溶吉1でふき取ってください.

●施工後、完全に,文化するまでは、過度の振動、lFJ撃、圧力などを加えないでください。

●低温時はrlP化が著しく遅れます。原HJとして5て以上の環境で使用してください.
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地づめの場合
―キングガンに充てんしたE380Fを、充てん箇所の接者面に深

部から両側面、次に中央部へと、隙間のならないように全体を充てんし、ヘ

ラ等で圧着して仕上げてください.

●接着や防食被覆の場合

下地を清浄にした後、4布 間の水を押し出すようにすり合わせて接者、ある
いは押し広げるように被寝します!
※湿消rRFへ注布する場合は、ヘラ等で良く押えつけてを吉させてくださいt
※水中で施工する場合は、20分以内に使い切る様にしてください.

1.硬化樹脂性能 81S K 7113準拠)
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2.引張接着強さ(モルタル/モルタル(50×50×15mml))、けIS A 1439参照 引検試験速度 5mm/min)
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3=引 張接着強さ (鋼llR/鋼板 (50×50×2mm))、 (JIS A 1439参1照 引 張試験速度 5mm/mhl)

被着体条件 硬化条件   !  試 験条件 引張強さ(N/mm2) 伸び率 (%)

乾 爆 面 気中23℃、7日     23℃ ６
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湿 潤  面 水中23℃、7日     23℃ 19

4.耐水圧試験

,28×16の円柱状の日地に1妥着斉1を充てんし、

加圧は50kPaを30分行った後、100kPaで1時間、

地の変形、破裂宇を調べる.

2 3て、7日養生する=

その後50kPaビッチでlH寺問ずつ加圧し、加「:時の日

L剖 暫哲済訂/・
E380F:8kgセ ット(主剤4kg、 硬化剤4k9)… … 2セット入り/1ケース

…
健康に有害な物質を含有しています。かぶれやすい物質です。

注意事項:本品は皮フに付着したり末気を吸入すると、かぶれ、中手やその他の健康障害を起こす
恐れがあります! ド記の注意事項を守って取り扱ってください,

●作業りPFはtぅ にれ気する 01Rう 投い中は,フ にふれないようにi意 し 4必要にはじて十「枚カス用悔予マスタ ま たは送気マスタ lt
護itt lt詮 メガネなどを古Hlする 0有 なからこtFオ1た場今には l1/を散布したのち処■Lする,●取リオ【いヤ女は 手洗いおよびうかいを
充分にイiう.●作業衣などに何七した場合には す みやかにその汚れをよく拷とす 0戊 フにll古したり合にはすみやかにお、と取り 石 ケ
ンと水でよくたい者とす 鳩 みや外切に変化がある場合には人的,の診奈を,け る.●ホ気やガスなどをn,ぃ込んで気分がな(なった場合に
は 十 気の清浄な場所で安HFにするt必要にはじてにmHの言ケ客を受ける!●限に入った場介には多阜の本でれい 必 要に応じて医白Ⅲの言ケ年
を受ける 0火 及いには 炭候ガス 泡 または,末 1肖火器を用いる!●‖度が40て以下の場所を定めてltiする ま た 使 用イklま宮封する‐
●指ヶとされた以外の11+|と淀合しない ●大iに混合すると γ心烈(じⅢVがた4iしたリロ「ltい問が町くなることがある ■rttPi問以内 =使い
きれる量を淀合する 0混 度か5C以 下になると れ 瑞に碑化か逆くなる

X使 用にあたっては、製品安全データンー ト (MSDS)を お読み くださいて
※本品は改良のため性】人、性能をケ更する場合がありますt予 めご 1′承くださいますようお願いいたします‐(記哉
の性状等は2004年12月現在の ものです =不 Hllの点はおい1い合わせ願います=)

国際単位系(S01こよる数値の換算は、l kgf=9.8N、lcP=lmPais、l kgfacm・9.3X10セ」、lMPa=lN/m m2です。
lN/mm2は約10,2kg7cm2に相当します。

「留靱票T即融恥絲柵古:ど1飛、も
のとをえますわ 記故の話14におよびキを特11などは |イ|卜や使用茶十などにより本tll

有要家合性で試抗 研究ならびにl」討の上 ごlttttただきますようわ噌いいたしますj

300kPaか ら日地の膨れはみられるものの、600kPaま で破裂なし. |
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TEL06(6228)2961  FAX06(622312927

TEL0315259)5737 FAX03(525912144
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高松営業所 「EL087(335)2020 FAX007 13351 4623
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